
議事１：震災復興メモリアル全体の基本理念について  論点「仙台市として特に重視すべき視点は何か」 

◆重視すべき視点 

東北のなかの仙台 

・被災後、東北―仙台のつながり、
仙台への期待が強まっている 

・メモリアルは振り返るだけでな
く「未来志向」の部分を強調する
ことが重要 

●東北を牽引する 

仙台市全体をつなぐ 
（丘陵部～沿岸部） 

◆形ではない「心」や「想い」 

◆仙台市が提示した４つの 
 テーマ以外の意見の扱い 

●東北全体のメモリアル 

●玄関口としての仙台 

・仙台をつなぐということはもち
ろん東北全体と考えることが重要 

・（代表・見本となる）東北のメ
モリアル。東北の沿岸部をつなぐ。 

・玄関口として、仙台はどのよう
に表現していけば良いのか。 

・沿岸部だけでなく市全体をつな
ぐ、見せていくにはどうすれば良
いか。 

未来へ向けて 
未来へ
向けて 

震災から
の復興 

発災 

●未来志向 

●「これから」の視点が重要 

・震災からの復興のみでなく
「将来を見つめていこう」とい
う視点も大切 

形でない「心」や「想い」 

・震災からの心の復興 

・「生きていこう」という心の部分 

・被災者された方の「想い」をど
うつないでいくのか 

５、６番目のテーマが必要 

・４つのテーマの事業を完了し
たら終わりのように見える。 

文化・音楽・スポーツ・アート 

・震災で沈みがちなところを
スポーツや音楽がふるいたた
せた。 

●東北全体をふるいたたせたもの 

・震災復興において文化・音楽
の果たした役割は大きい。 

・スポーツ・文化・アート等は
４つのテーマにはまらない。 

３．１１の過ごし方 

・3月11日を休みにする。 

●思い出す仕組みが必要 

・伝える、嫌でも思い出す取組
が必要。 

・なぜメモリアルのテーマと設定
したのか、そもそもの理由付けが
必要。 

◆基本理念の作成にあたって 

全体をつなぐ部分 

・基本理念は抽象度を高めて、強
度のある理念とすべき。 

・語られようとしていることが具体
的すぎる。それでは長期に渡り継承
されない。 

・組織が見えないと、市民への呼
びかけや、発信もできない。 

・「全体の基本理念」の意義は「時
間をつなぐ」だけでなくて「つな
ぐ」ではないか。（震災以前の津波
や、政宗公の取組も含め） 

●構成について 

・テーマの書き方も抽象度を高め
てはどうか 

・組織について、何を立ち上げれ
ば良いのか検討が必要 

・将来は○○を目指すが、現在は
○○と時間を分けて説明できれば。 

・仙台市内部にも組織が必要。
（長期につなぐため。短期的には
既存事業の円滑な展開のため。） 

・テーマという名称よりは、「具
体的な取組み」では。 

●時間軸の整理が必要 

・議論の時間軸がいくつかあっ
て良い 

・「長期」と考えた場合には、
伝えるべき「何を」の部分で
残っているのは、「教訓」「再
生したもの」「願い・祈り」く
らいか。 

議事2：震災アーカイブの利活用拠点について 

論点「①中心部と沿岸部の機能配置としていかがか」「②沿岸部の利活用拠点をどのような場にすべきか」 
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●基本理念は抽象度高く 

人をつなぐ部分 

●組織が必要 

４つのテーマについて 

●メモリアルと防災・減災
のつながり 

・メモリアルをやりながら、防
災・減災意識をどう高めるか。
意識を高める装置として遺構や
アーカイブ等がある。 

・改善策が見えていない。学校
ごとの（地域特性に対応した）
防災マニュアル等ができると良
い。そこにメモリアルやアーカ
イブが関わっていけるのでは。 

機能配置について全体として 

・阪神・淡路大震災は「点」、中越地震は
「面」、仙台は「線」（※2拠点での連携を
表して）での発信と言える 

・仙台として「線」で伝えることは、物理的
距離は近いけれど、被害の差がある中心部と
沿岸部の距離感をビジターに伝えるには重要。 

・宅地被害の内容が抜けているのでは。
発信の場が必要。 

●仙台は「線」での発信 ●宅地被害の状況を伝える場が必要ではないか 

中心部について 
沿岸部について 

・広域、ローカル両方の視点か
ら、中心部に拠点が必要 

●中長期的にはセンターとなる 
 拠点が必要 

・沿岸部のみでは、収集・編集・
発信はできにくい。中心部にも場
が必要。 

・震災の爪痕が見えない中心部は
風化する一方。自分たちの記憶を
語る機会が必要。（集めた写真や
映像をもとに） 

●「語る場」の必要性 

対象者 

●広域 

●仙台市民 

・沿岸部・被災3県を廻
ることのできない訪問者 

対象者 

●広域 

●仙台市民 

・沿岸部を廻ることがで
きる訪問者 

・被災体験者 
・都心部に住む市民（忘
れないために） 

・被災非体験者 

役割 

●収集・編集・発信 

●仙台市民 

・東北被災地を廻ること
のできない訪問者 

・被災体験者 
・都心部に住む市民 

役割 

●東部地域との結節点 

・東部道路より東側に拠
点がないと緊張感がない
のでは 

●フィールドワークが 
 重要 

【誰が】市民一人ひとりが 
【誰に】次の世代、後世、新しい 
    市民、来訪者に 
【何を】被災の経験、震災の記憶 
    復興の過程 
    復興に関わる願い を 
【どのように】 
    経験や想いを「語る」 
    実物 
    フィクション 

●収集・編集・発信の視点 

・フィクションを見れる場が必要 

・震災から刺激を受け、絵、彫刻、
映像、絵本が制作されている 

・多くの人の目に触れる、
パブリックアートのような
形での設置が望ましい。ま
た市民がそれに関われる組
織や仕組みがあれば活性化
にもつながるのでは。 

●フィクション・アート 

・実現手法・予算確保の方法とし
て、メモリアル基金等が必要では 

・アーカイブの機能は東部全体に埋め込まれて
いるというイメージを持つのが良いのでは。 

・情報を受け取る 
・東部のスターティング
ポイント 
・東部の全体像を知る 

・２拠点での連携が仙台らしさになるのでは 

←フィードバック 

収集したものを活用→ 

 東部地域での経験の具体化、 
 経験全体の設計が必要 

・移動はバス？自転車？ 

人の移動 

・危機管理の面も含めて一
つの経験（出発時に避難に
ついて説明を受ける等） 

経験 

・異様なランドスケープ 
（田園のなかの避難タワー、
誰もいない学校等） 

・荒井地区は今後東部の
重要な交通の結節点 

・大型バスを停めること
のできる駐車場が必要 

・観光の視点も含めて、
有機的に人の流れを誘
導していけるようにす
ることが重要 

継続的に人が訪れるために 

・人が重要。「あの人に会いに行く」「親
しい人がいる」そしてその地を好きになる。 
・キーパーソンを発掘していく視点も重要 

・３．１１ツアー 
・地域の伝統的な食事、文化、祭
りを体験 
・貞山運河めぐり 
・蒲生干潟観察 
・サイクリングロード等でのレ
ジャー 

●様々な切り口でのフィールド 
 ワークが考えられる 

フィールドワーク 

拠点 

・東部の全体的な構造が俯瞰しな
いとよくわからない。 
・荒井の拠点に模型等があれば良
い。震災と復興の過程を追いかけ
られるような。 
・それらを市民参加でつくること
も最初のイベントに良いのでは。 

●拠点に求められるもの ●情報発信 

・地下鉄を媒介・
ツールとして情報発
信を行ってはどうか。 
（震災目的以外の人
が多く利用するた
め） 

他都市拠点との情報交換 

・沿岸他市町村のアーカイブ拠点
とどう情報交換をしていくのか 

アーカイブの内容について 

・次の災害に備えるためにも、公文書
をできる限り残してほしい 
・公務員（とその家族）の想いを含め
たアーカイブが必要。 

■第７回委員会（平成26年7月14日）議論の整理 
資料１ 


